
１．中小事業者向け自己診断シートの目的 

 中小事業者向け自己診断シート ver2.3 版（以降、「自己診断シート」という）は、一

般的な中小事業者が、自社における IT ガバナンス、IT マネジメントのコントロール整

備・運用状況を簡易に自己診断するためのシートです。 

システム管理基準（2018 年版）は、その前文で「大企業のみならず中小企業において

も情報システム化戦略、情報システム化実践に関わる適切な自己診断及び監査実践を

可能にすること」とあるものの、想定しているモデル組織体制や情報システムが中小事

業者の実態に必ずしもそぐわないものであるため、このまま中小事業者の自己診断に

適用するのは困難です。自己診断シートは、中小事業者で一般的に見られるモデル組織

体制と情報システムを前提に、システム管理基準から中小事業者に必要と考えられる

コントロールを例示として抽出、編集したものです。これにより、一般的な中小事業者

における自己診断を可能とするとともに、各社における自社組織体制と情報システム

に適合する自己診断シート作成の一助にしていただければと考えています。 

なお、自己診断シートは ISACA 東京支部システム監査手法研究会(旧システム監査制

度研究会) 内自己診断／小規模事業者向けチェックリスト分科会にて、作成したもので

す。まずは、 ISACA 東京支部会員の皆様に参考情報としてご提供し、利用者ご自身の

判断と自己責任において利用いただきたいと考えております。 今後、会員の皆様に自

己診断シートをご活用頂き、気づかれた事項を自己診断／小規模事業者向けチェック

リスト分科会にフィードバック頂き、次回改定時にバージョンアップを行い、より良い

ものにしていきたいと考えております。 

 

 2.前提条件 

 自己診断シートで前提としているモデル組織体制、情報システムは以下のとおりです。 

（1）モデル組織体制 

  ①経営層 

・情報システムに関する決裁は経営者が直接行い、情報システム委員会などの組織だ

てはない。 

・経営者は情報システムに関する知見は比較的乏しい。 

②情報システム担当者－ 

・情報システム部門は設置せず、企画・総務部門の担当者１～2 名を「情報システム

担当者」としている。場合によっては総務・経理・企画等の他部門との兼務 

・情報システムに関する知見、プロジェクトマネージャとしての経験は現状では十分

とはいえない。 

・情報システム担当者が日常業務と並行して PM 業務を行わなければならない。 

 

 



 

    図 「自己診断シート」で想定しているモデル組織体制 

 

 

 

（2）情報システム 

  ① 開発・運用・保守業務はすべて委託業者が実施している。 

  ② 業務システムはパッケージ製品を基本としているが、アドオン開発、 

   カスタマイズも行っている。 

  ③ アジャイル開発は実施していない。 

 

 

3.自己診断シートの概要 

自己診断シートは、システム管理基準の「Ⅰ．IT ガバナンス」「Ⅱ．企画フェーズ」「Ⅲ．

開発フェーズ」「Ⅴ．運用・利用フェーズ」「Ⅵ．保守フェーズ」「Ⅶ．外部サービス管理」

「Ⅷ．事業継続管理」「Ⅸ．人的資源管理」「Ⅹ．ドキュメント管理」のドメインごとに２～

４の診断内容に、自社のコントロールの実施状況を回答することで、自社の状態を把握する

とともに、実施すべき対策を提示するものです。 

具体的には、自己診断シート（excel）のシート「中小事業者向け自己診断シート」に記載さ

れた「自己診断内容」に対して「回答（３択）」のいずれかを選択することで、シート「点

数集計とグラフ」にレーダーチャートが表示され、重点改善領域（ドメイン）を把握するこ

とが可能となります。また、「中小事業者向け自己診断シート」には、改善対策を検討する

ための材料として、各診断内容の「解説」と「対策例」が記載されています。 

更に、シート「【管理基準】管理項目」で、システム管理基準を excel 形式で提供しています



ので、自社組織体制と情報システムに適合する自己診断シート作成の一助としていただき

たいと考えております。 
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